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TOP MESSAGE

変革と進化
新たな事業領域の拡大
海外展開のエリア拡大
成長投資・稼ぐ力向上
サステナビリティ経営

継続と継承
新たなる食文化・食生活の創造

海外展開の深化
経営基盤の強化

社会課題・環境への対応

基本戦略

SmSmiiles for Allles for All..  すべては、笑顔のために。すべては、笑顔のために。
「笑顔」と「健康」をお届けできる会社を目指して「笑顔」と「健康」をお届けできる会社を目指して

顧客市場での
価値向上

各事業での持続的な成長

資本市場での
価値向上

ステークホルダーへの対応

基本方針

経済価値

社会価値

環境価値

代 表 取 締 役 社 長代 表 取 締 役 社 長 住本 憲隆住本 憲隆

経営計画に掲げた戦略を実直に着実に推進するとと
もに、今後は、将来にわたって中長期の目線で当社
グループを応援してくださるステークホルダーの皆さ
まに、私たちの考えや目指す姿、その進捗や成果に
ついて、丁寧かつ誠実にお伝えしていきます。対話
を重ねながら信頼を積み上げ、持続的な成長と企業
価値の向上を実現していくことが、私の責任である
と考えています。
引き続き、東洋水産グループへの変わらぬご支援

を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。

2025年度から開始した現中期経営計画は、「継
続と継承」「変革と進化」を基本戦略として、2027
年度に売上高6,000億円、営業利益820億円、
ROE10％以上を目標といたしました。初年度となる
2025年度は、国内即席麺・低温食品・海外即席麺
事業を中心に、主力商品の販売数量増加や価格改
定に取り組み、売上高5,366億円、営業利益858
億円と過去最高の業績を達成することができました。
改めて、東洋水産グループ全社員の努力と、皆さま
のご支援に感謝申し上げます。
一方で、2年目となる2026年度は、原材料や、
人件費、物流費の高騰に加え、地政学的リスクの高

まり等、不確実性が高い状況となっております。外部
環境の変化に合わせた機動的な対応を必要に応じて
進め、計画の達成を目指してまいります。
また、現中計のスタートにあたって、将来のありた
い姿として「企業価値を向上させることでステークホ
ルダーを笑顔にしたい」を掲げました。ありたい姿の
実現に向けて、顧客市場・資本市場での価値向上、
「5つの笑顔」と結びつけた7つの重要課題（マテリ
アリティ）を軸にサステナビリティ経営を推進していく
ことが不可欠であると考えております。
2026年3月には、当社として初めてとなる統合
報告書を発行いたしました。今までと変わらず、中期

社会に 
笑顔

地球に 
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2027年度目標

売上高� 6,000億円
営業利益� 820億円
ROE� 10％以上

（長期目標15％）

新中期経営計画

ありたい姿  企業価値を向上させることでステークホルダーを笑顔にしたい

水産食品 
事業

その他 
事業

海外即席麺 
事業

低温食品 
事業

加工食品 
事業

国内即席麺
事業

冷蔵
事業
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